
一般的な前腕筋電義手における機能的アウトカム 

→ 若い義手ユーザーの方が、1日の義手使用時間が長い 
 → 1日の義手装着時間と、ユーザーの年齢には、明らかな相関関係が見られる 
  

→ SHAPとBBTにおいて高い正当性がある 
 → 全評価項目において明らかな相関関係が見られる 
 → 本研究で収集された標準的な前腕切断者の筋電義手使用におけるデータは、 
   臨床チームによるユーザーの義手ケア/適合の適切な評価に役立つ 
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筋電義手ハンド（センサースピード、ミケランジェロハンド、トランスカーパル
DMCプラス、bebionicハンド） 

主要所見 

若い義手ユーザーの方が1日の義手装着時間が長い 
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観察研究 研究デザイン 

1回の観察で、4種類の異なる客観的、時間制限付き計測を1回ずつ実施： 
  ・SHAP（Southampton Hand Assessment Procedure) 
  ・ARAT（Action Research Arm Test） 
  ・BBT（Box and Block Test） 
  ・CPRT（Clothespin-Relocation Test） 
SHAPテスト後の休憩に加え、疲労を感じた際はいつでも休憩をとる事が可能。 
さらに、被験者に1日あたりの義手装着時間を質問した。 

対象： 
筋電義手ハンド： 
 
切断原因： 
平均年齢： 
切断からの平均時間： 
義手の経験年数：           

17名の片側前腕切断者(内男性16名) 
センサーハンドスピード(8名)、ミケランジェロハンド(5名)、 
トランスカーパルDMCプラス(3名)、bebionicハンド(1名) 
外傷(15名)、腫瘍(1名)、先天性欠損(1名) 
35.59 ± 9.89歳 
9.47 ± 9.03年 
6.76 ± 6.62年 

個体群 

15-30分 
休憩 



項目 評価法 全義手の結果 評価* 

手先の器
用さ 

SHAP 65.12 ± 13.95 ポイント （100ポイント中） 
切断肢が利き手か非利き手か： 
SHAPの結果に違いは見られない 
センサーハンドスピード(n=8) vs ミケランジェロハンド
(n=5)：SHAPの結果に違いは見られない 
  

n.a. 
 
0 
 
0 

ARAT 35.06 ± 4.42 ポイント （57ポイント中） 
切断肢が利き手か非利き手か： 
ARATの結果に違いは見られない 
センサーハンドスピード(n=8) vs ミケランジェロハンド
(n=5)：ARATの結果に違いは見られない 
  

n.a. 
 
0 
 
0 

BBT 20.09 ± 5.74 秒 
切断肢が利き手か非利き手か： 
BBTの結果に違いは見られない 
センサーハンドスピード(n=8) vs ミケランジェロハンド
(n=5)：BBTの結果に違いは見られない 
  

n.a. 
 
0 
 
0 

CPRT 22.57 ± 7.5 秒 
切断肢が利き手か非利き手か： 
CPRTの結果に違いは見られない 
センサーハンドスピード(n=8) vs ミケランジェロハンド
(n=5)：CPRTの結果に違いは見られない 
  

n.a. 
 
0 
 
0 

各評価の相関関係 ・SHRP：ART、BBT、CPRTとの有意な相関関係により
有用性が確認された 
・BBT：SHRP、ART、CPRTとの有意な相関関係により
高い予測性がある 
・ARATとCPRTの傾向で相関関係がある 
  

++ 
 

++ 
 
+ 

満足度と
QOL 
 
 
 

質問：1日における義手
装着平均時間 

11.88 ± 2.47 時間/日 
 
1日における義手を装着する平均時間との相関関係 
・装着者の年齢：年齢が若い方が、義手の装着時間
が長いという明らかな相関関係がある 
・義手の使用経験：明らかな相関関係はみられない 
・全ての結果測定：明らかな相関関係はみられない 
  

n.a. 
 
 

++ 
 
0 
0 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 

結果 



ヘルスケアシステムの現在の経済状況において、リハビリテーション介入の有効性と
必要性を実証することは非常に重要である。ここでは、有効な標準化された客観的
測定ツールを使用した、標準的な前腕切断者の筋電義手使用におけるデータを報
告する。本データは治療チームと義肢製作チームがリハビリの成功または失敗の評
価に役立つ。 
（Salminger など,2018) 
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